
令和８年 9月 28日発行 No.11（文責 伊丹 明美） 

学校教育目標 『考える子（知） 豊かな子（徳） 強い子（体）』

キャッチフレーズ  『笑顔あふれ  心あったか  清川っ子』 

重点教育目標 

 『笑顔と思いやりにあふれ、 

子どもたちが生き生きと活躍する楽しい学校』 

重点（目指す子どもの姿） 

  【あいさついっぱい】   【 】 

【えがおいっぱい】   【 】 

 

９月９日（水）・１０日（木）に、５年生が帯広児童会館で広野小学校の５年生と一緒 

に宿泊学習を行いました。保護者の皆様と離れ、初めて同じ学年の子どもたちと宿泊 

するということで、５年生はどの子も朝から期待に胸を膨らませ、笑顔で登校しました。 

宿泊学習は、家を離れて仲間と寝食を共にすることでルールやマナーを守り見通し 

をもって行動することの大切さを学ぶとともに、互いに協力し合い責任を果たす経験を 

することなどを目標としています。いつもと違う場所で、違うメンバーと共に一日を過 

ごすことには不安もあったかと思いますが、事前にみんなで話し合って計画したとお 

り、しっかりと自分の役割を果たしながら、時間を守って行動することができました。 

また、学校では、なかなか行うことの難しい本格的な理科実験にも興味津々。 

理科の学びを深めることもできました。6年生になったら行われる修学旅行 

に向けての準備もバッチリですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

二学期が始まっておよそ１か月。早いもので、令和8年度の教育活動も折り返し地点を迎えようとしています。本当に

あっという間に時間が過ぎたように感じますが、子どもたちが自分で考えながら学びを進める姿や、係活動や委員会活

動に責任をもって取り組む姿などを見ていると、それぞれの学年に応じた力を身に付け、着実に成長していることを実

感します。 

今年度の学校経営の重点は、右上にも記載している通り、『笑顔と思いやりにあふれ、子どもたちが生き生きと

活躍する楽しい学校』です。子どもたちには、目指す姿を『４つのいっぱい（挨拶・笑顔・思いやり・チャレン

ジ）』として伝えています。前期の学校生活を振り返ると、毎日の学習や生活、学校行事など様々な場面で、様々な人に

元気に挨拶をする姿、笑顔で生き生きと活動する姿、思いやりをもち友達と協力して取り組む姿、そして目標に向けてチ

ャレンジする姿がたくさん見られました。 

このように子どもたちが生き生きと学校生活を送ることができているのは、学校・家庭・地域でこの重点を共有し、

「チーム清川」として子どもたちの成長を支えている成果であると考えています。あらためて、皆様のご理解とご協力に

感謝申し上げます。 

後期は、子どもたちにとって、次の学年への進級に向けて、自分自身をさらに成長させる大切な期間です。「自分の力

をさらに伸ばすために、どんなことにどのようにチャレンジすればよいのか」を一人一人がしっかりと考え、自分の目標

の実現に向けて粘り強く取り組むことができるよう教育活動を進めていきます。前期同様、清川地区の大切な子どもた

ちの健やかな成長のため、引き続き、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 帯広市立清川小学校 学校便り 

前期の学習や生活の様子をお知らせする「あゆみ」は、10月１日（木）に配付いたします。お子さんと一

緒に前期の学校生活を振り返り、できるようになったことやがんばったことなどについて、ぜひ、たくさん認め、

ほめてあげてほしいと思います。なお、二学期のはじめにお知らせしました通り、道徳・総合的な学習の時間・

外国語活動（３・４年）の所見については、後期の「あゆみ」」でお知らせいたしますのでご承知おきください。 

 



9月16日（木）に、清川地区青少年育成者連絡協議会の 

主催により、清川保育所・小学校・中学校合同の避難所体験 

が行われました。 

小学生は、清川小学校で「火災」を想定した避難訓練を行

ってから清川中学校に移動して、スモーク体験を行いました。

その後、中学生や参加して下さった保護者の皆様と一緒に段

ボールベッドを組み立てました。できあがった段ボールベッド

は、子どもたちがジャンプしても壊れることがないくらい丈夫

で驚きました。その後、保育園児も合流し、お手伝いの方が準

備してくださった防災食品（山菜おこわ）の試食を行いまし

た。実際に災害が起こり、避難所である清川中学校に避難し

た場合は、子どもたちも地域の一員として避難所運営に携わ

るなど、「共助」が大切になります。清川地区の子どもたちが

一堂に会し、この大切さを学ぶことができた貴重な体験とな

りました。農繁期の大変お忙しい時期にもかかわらず、ご協

力いただきました皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月１８日（金）、５・６年生が清水町羽帯の「森の馬小

屋」にて『馬の学習』を行いました。平成２５年度から始

まったこの学習は、３・4年生での「馬」についての学び

を土台として、馬と主体的に関わる体験を通して、命の

大切さや、自立心、主体性、チャレンジ精神、仲間と協働

する力等を育む清川小ならではの特色ある学習です。

今年度も、子どもたちは自分で馬を選んでつかまえ、仲

間と協力して小屋で世話をしたり、森の中を一緒に歩い

たり馬に乗ったりしました。馬の命と直接向き合う貴重な

体験を通して、多くのことを感じ、考え、学ぶことができま

した。これからも、このような本物との出会いや体験を大

切にしながら、子どもたちの主体性や「やってみよう」と

チャレンジする力を育んでいきます。 

 １日（木） あゆみ配付  フッ化物洗口開始 

２日（金） 遠足（予備日 10月５日）   

 ３日（土） （清川中学校文化祭） 

７日（水） ALT 

 ８日（木） 朝会④（任命式）  児童会⑥ 

          親子防災教室（３・４年）  

          動物園見学（１・２年） 

１２日（月） スポーツの日 

１３日（火） 帯教研教育講演会 

（4時間授業・下校バス 12:40） 

視力検査（１・２年） 

１４日（水） ナウマン号 視力検査（３・４年） 

１５日（木） クラブ⑤（反省） 視力検査（５・６年） 

２０日（火） 中学校乗り入れ授業（外国語） 

２３日（金） 第９回教育実践発表会 

（５時間授業・下校バス 14:00） 

２６日（月） 全校音楽（５時間目） 

２７日（火） ALT 

２９日（木） 朝会⑤   

中学校乗り入れ授業（国語） 

３０日（金） 秋のクリーン集会（４校時） 

          愛国小学校公開研究会 

（４時間授業・下校バス 12:35） 

ご協力に感謝いたします 

少し前になりますが、８月２４日に地域貢献事業

として、宮坂建設工業様が、校舎南西側の雑木を

伐採してくださいました。小さな木がなくなり、見通

しがよくなりました。また、９月１４日には、地域の武

田様より「くるみ」を寄贈いただきました。子どもた

ちの教材として使用させていただきます。本校の教

育活動へのご支援・ご協力に感謝いたします。 

学校行事や教職員の研修のため、下校バス時刻が

変更になる日がありますので、ご確認ください。 

なお、10月２３日（金）に行われる教育実践発表会

は、保護者の皆様も授業の様子を参観いただくことが

できます。詳しい時間等は配布しました案内でご確認く

ださい。ぜひ、お越しいただき学びの様子をご覧くださ

い。 

 


